
 

プレスリリース 

報道関係者各位                                                  2025 年 7 月 30 日 

日本リミニストリート株式会社 

メルボルン大学、Oracle システムのリスク低減とイノベーション加速のために 

リミニストリートを採用 

オーストラリアの有力大学が、卓越した学生体験を提供する戦略的な取り組みに IT リソースを集中させるため、 

自校の Oracle システムに Rimini Support™、Rimini Protect™、Rimini Connect™を採用 

 

（米国ラスベガス – 2025 年 7 月 23 日）– エンタープライズソフトウェアのサポート、イノベーションソリ

ューションをエンドツーエンドで提供するグローバル企業として、Oracle、SAP ソフトウェアに対する第三者

保守サービスの主要なプロバイダーであり、AWS パートナーである Rimini Street, Inc. (Nasdaq: RMNI)は、

オーストラリアの最上位の高等教育機関であるメルボルン大学が、5 万 5,000 人の学生と 1 万人の職員からな

る組織のデジタルイノベーションへの投資を強化するため、リミニストリートと契約を結んだことを発表しま

した。 

 

Oracle Database、EBS、Hyperion システムに Rimini Support™、Rimini Connect™、Rimini Protect™を採用

することで、十分な ROI が見込めない高額で頻繁なアップグレードを行う必要がなくなり、基幹システムを中

心とした柔軟なイノベーションを実現できるようになりました。この戦略的な決定は、卓越した学生体験の提

供に継続的に取り組む同大学の姿勢を支えるものです。 

 

メルボルン大学のエンタープライズテクノロジー部門ディレクター、Daniel Buttigieg 氏は、次のように述べ

ています。「学生は、カリキュラムであれリソースへのアクセスであれ、常にオンラインであることを求めてい

ます。リミニストリートへの移行によって得られたコスト削減により、私たちは新たなデジタルソリューショ

ンの開発や、ユーザーのオンラインアクセス向上に再投資し、注力することができています。」 

 

リミニストリートの優れたサポートモデルで、カスタマイズされた Oracle 環境のリスクを低減 

 

データセンターやネットワークから ERP および CRM システムに至るまで、大学のエンタープライズシステム

とサービス全般を統括する Daniel Buttigieg 氏の職務には、財務、人事、給与処理といったバックオフィス業

務を支える ERP システムの管理も含まれています。このシステムには、特化した業務プロセスやデータフロー

に対応するために開発された 300 以上のカスタマイズが施されています。 

 

Oracle のベンダーサポートでは、こうしたカスタマイズ部分はサポート対象外であるため、メルボルン大学は

対応の遅れに悩まされることがあり、サポートチケットが数か月も未処理のまま放置されることもありまし

た。 

 

Daniel Buttigieg 氏は、次のように述べています。「リミニストリートと契約する前は、ベンダーのサポートを

受け続けるために、彼らのスケジュールに合わせて常にアップグレードを行わなければなりませんでした。そ

うしないと、チケットを提出しても『申し訳ありませんが、そのバージョンはもうサポート対象外です』と言



 

われてしまうのです。私たちは、何か月も準備・テスト・導入に費やすアップグレードを繰り返すという、終

わりのないサイクルにはまり込んでいました。リスクも非常に大きく、もしアップグレードやセキュリティパ

ッチの適用に失敗すれば、ERP や ID 管理システムなどへのアクセスを失う可能性もあり、それは私たちのよ

うな規模の組織にとって壊滅的な事態になりかねません。」 

 

Daniel Buttigieg 氏は、さらに次のように述べています。「私たちが支払っていたサポートコストの規模に見合

った形で、プラットフォームに対する投資がなされているとは感じられませんでした。ですから、リミニスト

リートに移行して新しいリリースへのアクセスが得られなくなったとしても、特に影響はありませんでした。

なぜなら、そうした投資の価値が、私たちの支払うサポート費用を通じて実感できていなかったからです。」 

 

業務中断なしにデジタルイノベーションを加速するエンドツーエンドのソフトウェアサポートとサービス 

 

リミニストリートへの移行により、Daniel Buttigieg 氏は、基幹システムのサポートについて心配する必要が

なくなり、不要なアップグレード作業に資金やチームのリソースを割くこともなくなったと述べています。リ

ミニストリートが提供するサービスの価値と品質に確信を持ったメルボルン大学は、メールサーバーとの継続

的な互換性を確保し、最新のセキュリティプロトコルを活用するために、Rimini Connect™ for Email も導入

しました。 

 

「Rimini Support のおかげで私たちのシステムは安定して稼働し、Rimini Protect は脅威や脆弱性に対する予

防的な保護を提供してくれ、そして Rimini Connect は既存のバージョンの寿命を延ばしてくれます。しかも、

これらはすべて、再びアップグレードを行うことなく実現できているのです」と Daniel Buttigieg 氏は述べて

います。 

 

メルボルン大学は、より賢明な IT 戦略が単にコストを削減するだけでなく、イノベーションと成長の新たな可

能性を切り開くことを証明しています。 

 

リミニストリートの業界チームおよび小売ソリューション担当バイスプレジデントである Dion Rooney は、次

のように述べています。「教育業界は非常に競争が激しく、イノベーションの最前線にとどまるためには、人

材・時間・資金への投資が必要です。私たちは、オーストラリア、ニュージーランド、そして海外の多くの高

等教育機関が、より優れたサポートを提供し、リソースを最適化・再配分してモダナイゼーションや戦略的な

取り組みに集中できるよう支援することで、ビジョン実現までのタイムラインを加速させてきました。これ

は、学校と学生の双方にとって大きなメリットとなる賢明な選択です。」 

 

メルボルン大学が Rimini Street と連携して実現したイノベーションの詳細については、こちらをご覧くださ

い。 

 

リミニストリートについて 

ラッセル 2000® カンパニーであるリミニストリート（Rimini Street, Inc. (Nasdaq: RMNI)）は、エンドツー

エンドのエンタープライズソフトウェアサポート、イノベーションソリューションのグローバルプロバイダー

であり、Oracle、SAP、VMware のソフトウェア製品に対する第三者保守サービスにおいて業界をリードする

企業でもあります。リミニストリートは、エンタープライズアプリケーション、データベース、テクノロジー

ソフトウェアの実行、管理、サポート、カスタマイズ、設定、接続、保護、監視、最適化を行う統合ソリュー

https://www.riministreet.com/clients/university-of-melbourne/


 

ションの包括的なポートフォリオを提供しています。Fortune Global 100、Fortune 500、中堅企業、公共機

関、政府系組織などの数千件の顧客が、リミニストリートを、業務遂行に必要不可欠な、信頼できる実績ある

エンタープライズソフトウェアソリューションプロバイダーとして採用し、その結果、より優れた運用成果を

達成し、数十億ドルのコスト削減を実現し、AI やその他のイノベーション投資に資金を振り向けています。 

 

詳細は、https://www.riministreet.com/jp/、をご覧ください。また X、Facebook、Instagram、LinkedIn で

のフォローもお待ちしております。 

 

将来予測に関する記述 

本書に含まれる一部の記述は、歴史的事実ではなく、米国の 1995 年私募証券訴訟改革法のセーフハーバー規

定における将来予想に関する記述に該当します。将来予想に関する記述は、一般に、「予測する」、「信じる」、

「続ける」、「可能性がある」、「現時点では」、「推定する」、「期待する」、「将来」、「意図する」、「場合がある」、

「かもしれない」、「見通し」、「計画する」、「起こり得る」、「あり得る」、「予想する」、「推定する」、「思われ

る」、「求める」、「はずである」、「予定する」、「だろう」などの単語やフレーズまたは表現が使用されていま

す。これらの将来予想に関する記述は、将来の出来事、将来の機会、世界的な拡大およびその他の成長構想に

関する取り組み、ならびにかかる構想に対する当社の投資に関する当社の期待に関する記述を含みますが、こ

れらに限定されるものではありません。これらの記述は、様々な仮定および経営陣の現在の予想に基づくもの

であり、実際の業績を予測するものではなく、また、歴史的事実を記述するものでもありません。これらの記

述は、リミニストリートの事業に関する多くのリスクおよび不確実性の影響を受け、実際の結果は大きく異な

る可能性があります。これらのリスクおよび不確実性には、次のもの（但し、これらに限定されません。）が挙

げられます：係属中の訴訟または新たな訴訟（未決の上訴申立の処分および新たな請求を含みます。）の防御に

おける不利な展開およびこれに関連するコスト。当社の特定の事業活動に対する差止命令に従うために負担す

る追加費用ならびに将来の期間の収益およびコストに対する影響。マクロ経済傾向の影響および外貨為替の変

動などを含むリミニストリートの事業環境の変化、ならびにリミニストリートが事業を行う業界やリミニスト

リートの顧客が事業を行う業界に影響を与える金融、経済、規制、政治面の一般的な状況。エンタープライズ

ソフトウェア管理およびサポートの環境の進化、ならびに顧客を惹きつけ保持し、顧客基盤へさらに浸透する

能力。ソフトウェアサポートサービス業界における厳しい競争。拡大した当社の製品およびサービスならびに

当社が導入を見込む製品およびサービスの顧客による受け入れ。収益を拡大し、売上原価を管理し、収益を正

確に予測する当社の能力。当社の人員削減と関連する組織再編費用による、最近の業績への影響と今後の業績

への影響の見通し。当社の獲得可能な最大市場規模の推定、および他のプロバイダーを使用した場合の顧客の

節約額の予想。当社の販売サイクルにおける時期の変動。顧客維持率に関連するリスク（顧客維持率を正確に

予測する能力を含みます。）。当社経営陣の 1 人または複数のメンバーの終任。有能な追加の人材（営業担当を

含みます。）を惹きつけて保持し、キーパーソンを保持する当社の能力。当社の事業計画、将来の成長能力、収

益性を達成し維持する能力。オラクル・ピープルソフト製品向けサービスの提供終了計画。当社の株価の変動

性とそれに伴う証券取引所の上場要件の遵守。有利な条件で株式またはデットファイナンスによる資金調達を

行う必要性および能力、ならびに当社の成長戦略への投資の増加に資するために事業からキャッシュフローを

生み出す能力。グローバルオペレーションに関するリスク。当社の IT システムに対する不正アクセスおよびそ

の他のサイバーセキュリティ上の脅威を防ぎ、当社の従業員および顧客の機密情報を保護し、プライバシー規

制を遵守する当社の能力。財務報告に係る有効な内部統制システムを維持する当社の能力。当社のブランドお

よび知的財産を維持、保護および強化する能力。法律および規制の変更（税法の改正や当社が取るべき税務ポ

ジションに不利な結果が生じた場合、適切な税金引当金の計上不足、当社の営業損失から利益を得る能力を含

みます。）。環境・社会・ガバナンス（ESG）に関する事項の影響。当社の信用枠の継続的な債務返済義務およ

https://www.riministreet.com/jp/


 

び当社の事業に関する財務・業務上のコベナンツならびに SOFR または他の金利ベンチマークへの移行による

不確実性を含む関連金利リスク。当社の流動性要件を満たすための現金および現金同等物の充足度。当社の株

式買戻プログラムに基づく買戻の量および時期（もしあれば）ならびにかかるプログラムを通じて株主価値を

高める当社の能力。リミニストリートの持分証券の長期価値に対する不確実性。当社または当社の顧客の事業

を阻害する大惨事。2024 年 10 月 30 日に提出されたリミニストリートの Form 10-Q による四半期報告書にお

いて「リスク要因」という見出しで説明され、リミニストリートの将来の Form 10-K による年次報告書、

Form 10-Q による四半期報告書、Form 8-K による臨時報告書、およびリミニストリートの米国証券取引委員

会へのその他の提出物によって随時更新されるもの。また、将来予想に関する記述は、本書の日付時点におけ

る、将来の事象および見解に関するリミニストリートの期待、計画または予測を述べたものです。リミニスト

リートは、その後の事象および展開により、リミニストリートの評価が変化することを予想しています。しか

しながら、リミニストリートは、将来のある時点で、これらの将来予想に関する記述を更新することを選択す

る可能性がありますが、リミニストリートは、法令により要求される場合を除き、そのような更新を行う義務

を負うことを明確に否認します。これらの将来予想に関する記述は、本書の日付以降のいかなる時点において

も、リミニストリートの評価を表すものとして依拠されるべきではありません。 
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